








































































取り組み、“ 本気 ” で研究に打ち込んでいたからである。大学はアゴラであるべきである。学会と違って、
専門領域や研究バックボーンの異なる者同士が集うのが大学である。その利を活かさずに、どうして学問の
府としての飛躍が望めるだろうか。
　『研究年報』第 23 号をお届けします。上記の提言も含めて、忌憚ないご意見をお寄せいただければ幸いで
す。
	 （須川公央）
